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25WSJ は、今までにない環境でのジャンボリーで、派遣団としても、予定していなかっ

たあらゆる対応をしなければならない大会でした。その中、CMT（派遣団本部員）、IST（国

際サービスチーム）、参加隊指導者、各国派遣団、地元の協力者各位のご尽力により、参加

スカウトを無事日本へ返せたことに感謝いたします。 

 

25WSJ で今までと違った環境、運営は以下のことがあげられます。 

 

まず一つ目は、感染症と熱中症の広がりがあげられます。日本派遣団員では、大会参加前

に COVID-19 の感染により参加できなくなった参加者、ソウルについてから発熱し、隊指

導者が付き添いソウルで休養した参加者があり、その後陰性が確認され、途中から参加しま

した。大会中も、日本派遣団だけでなく、参加者全体で、COVID-19、インフルエンザが発

生し、場内の病棟だけでなく近辺の医療機関にも治療、入院の協力を得て対応し、日本派遣

団もそれに従いました。また、高温多湿な気候で、日陰もない状況下、約束されていたエア

コン付きの避難所が準備されていなかったことも影響し、熱中症が多発し、大会ホスピタル、

クリニックは点滴患者であふれていました。これに対応していただいた CMT の 2 名のド

クター、並びに患者スカウトに付き添いをされた隊指導者の皆様に感謝いたします。日本派

遣隊でも、飲料水を確保したうえで、かつ塩、ミネラルタブレット、ポカリスウェット等で

対応しました。 

しかし、劣悪な施設環境下、熱中症の多発などに加え、会場が埋め立て地で、雨になると

泥田状況になり、台風になれば、身動きが取れなくなる恐れもある中、派遣隊では、発熱、

熱中症に対する個別対応で隊指導者の負担が大きくなり、指導者が倒れることが危惧され

ました。さらには UK、USA などの IST の主要メンバーの退場に伴い、IST 自体の負担が

増加し、IST も疲労で倒れることを危惧しました。 

そこで日本派遣団では、先に避難した UK、USA、シンガポールのように、退場を検討し

ました。ホテル、日本人学校、軍基地などの、伝手を頼って、受け入れ先を探りましたが、

なかなか、受け入れ先が見つからず、水野理事長からのご指示もあり、ホテル等もさらに手

配を続けていました。 

 

そのタイミングで、二つ目の違いである、台風の影響による、大会参加者全員の緊急避難

が大会本部より発表されました。これは、会場からの移動（緊急避難という言葉は使われて

いない）の指示であり、日本派遣団は、それに従いました。なお、避難先は、大会から指定



された、忠清北道丹陽郡、救仁寺（クインサ）という大韓仏教天台宗の総本山でした。そこに

日本派遣団、全員を収容いただきました。男女に分け、本堂や大広間での生活になりました

が、当初、COVID-19、インフルエンザ罹患者を分けることができるだけの部屋がなく、お

願いして確保していただきました。 

また、SfH 基準からは、大人と子どもの分離をしなければいけませんが、緊急避難状況か

ら、やむを得ず同室としました。 

この中、近辺の村から、桃、ゆでとうもろこしなどを大量に頂き、地方政府からも、お菓

子や、水、ポカリスウェットなどをいただきました。お寺ということで、精進料理でお腹が

減ることにお心遣いをいただいたのだと思います。また、入場した日は、電話も、WIFI も

つながらず、トイレ、シャワーも足りない状況で、1600 名弱が生活できるか不安でしたが、

それを打ち明けると、お寺のトップと、地方政府の方が対応すると言われ、その晩には、電

話塔を 2 本増設、フリーWIFI 設置、仮設シャワー、トイレの増設をしてくれて、翌日には

満足ではありませんでしたが対応できるようになっていました。また、雨が降る前の近辺の

観光、台風が来た時もユネスコ登録の舞踊、ミュージカル、パントマイムの講演なども提供

いただきました。 

政府関係者から、もしここがだめなら、大学の学生寮を提供するオプションも出されてき

ましたが、台風を前にした移動のリスクから、このままここで生活することを選択しました。 

 

大会本部より、大会前から緊急避難のプロセスが発表されていたので、日本派遣団はそれ

に従って避難するつもりでしたが、劣悪な環境に対し、避難発表前に避難した UK、USA の

ように、今後の派遣では、環境が予測外の場合に対し事前に対応計画と準備をしておかなけ

ればいけないと考えます。 

この度は、大統領命令ということで、特別対応だったと思いますが、お寺と、地方政府、

地元の皆様に大変感謝します。 

 

三つ目として、事前の派遣団長会議で指摘してきたことが、政府のコントロールからか、

韓国の常識、習慣を基本としていて、男女別（それ以外も）に加えて、成人とスカウトを分

離したトイレ、シャワー設置などの WOSM の要件を満たしていなかったことがあげられま

す。 

熱中症続出など問題が発生してから、休憩場所としてエアコンバスの配置、トイレ、シャ

ワーの清掃要員の大量配置など、大統領命令で対処してくれ、まるで違った姿となりました

が、最初からその対応をしていただけなかったことは遺憾です。 

 

四つ目は、テントを張る場所に雨が降ると、水没することがわかり、工業用パレットを敷

いた上にテントを張るという形となったこと。そして、虫が多く、大会中も、殺虫剤燻蒸車

が走り回っているような状況。本来、プレ大会で、その問題点を把握し、対応するはずです



が、プレ大会が開催していない状況では、そもそも大会開催には適さなく、この準備状況で

の大会開催には、無理があったのではないかと思います。 

 

これらのことから、台風の影響もありましたが、数々の制限と、急な予定の変更など負担

の大きい移動の多い大会となってしまいましたが、スカウトたち、IST、CMT の皆様は本

当に頑張っていただき、スカウトらしい行動をとってくれたことに感謝いたします。救仁寺

を発つとき、お寺のトップから、スカウトたちの生活についてお褒めの言葉をいただきまし

た。 

最後に IST の皆様は、緊急避難後、本来の大会運営業務がなくなりましたが、自主的に

派遣団の運営にご協力いただいたことに重ねて感謝いたします。 

 

今回の情報伝達は、LINE グループを利用して、参加隊は、派遣団➡分団➡参加隊。IST

は、ISTA 担当➡IST 各自。と連絡を機能させるつもりでしたが、WIFI 環境が不安定で、情

報伝達が遅れたことも反省されます。今後、大会のインフラが整っていなくとも情報伝達で

きるよう、数が十分に用意できませんでしたが今回提供した、現地 SIM 準備なども必要と

思います。 

 

これらの対応について、大会実行委員会、地元行政機関の担当の皆様と 24 時間体制で調

整しましたが、決定事項が大きく変わることが多く、参加した日本派遣団の皆様を振り回し

てしまったことをお詫び申し上げます。それに対し、対応していただいた隊指導者、IST の

皆様、ありがとうございました。 

 

たくさんのメンバーで構成される派遣団での対応は、BEST を目指すべきですが、時間、

環境、相手などの変化により、BEST が選択できるとは限りません。ある程度の皆様には不

満もあるでしょうが、派遣団全体での BETER な選択をすることしかできなかったにもかか

わらず、ご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。 


